
１　質問紙調査の分析から
 

国語

算数・数学

英語

１　各教科とそれに関わる言語活動に関わる項目とに相関関係がある

２　当該教科と、当該教科以外の言語活動に関わる項目とも相関関係がある
例：国語の平均正答率が高い学校は、算数（数学）の言語活動に関わる質問項目と高い相関がある

・・・学校全体で、授業で言語活動を積極的に取り組んでいる学校ほど、平均正答率が高い 

〇

。（53）

全国学力・学習状況調査の質問紙調査結果【報告書】から各教科の平均正答率と相

関が見られた質問項目を挙げると・・・（以下、（ ）内は質問番号） 

さらに、府教委の分析と併せて、以下のことがわかりました。 

これらの分析を基に、府内各学校の状況を、散布図で見ることとします。 
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各教科の平均正答率と質問「言語活動」の散布図

【小学校】

この散布図にある学校はこのようにグループ分けができます 

当てはまる＝４点
どちらかといえば当てはまる＝３点
どちらかといえば当てはまらない＝２点
当てはまらない＝１点

各教科ごとに以下の言語活動を表す質問との散布図を見

ます。質問については右記の計算をしています。 
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【中学校】
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各教科の平均正答率と質問「教科の勉強が好き」の散布図

【小学校】
さらに「教科の分析が好き」との散布図を見てみます 

- 59 - 



【中学校】【中学校】
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各教科の平均正答率と質問「自己有用感」の散布図

【小学校】

【中学校】

さらに自己有用感の質問の散布図を見てみます 

それぞれの散布図のどこに位置しているのかによって、学校の強みと課題が見えて

きます。こうした分析を基に、各学校に応じた学力向上の取組を進めていきましょ

う 
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